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研究成果の概要（和文）： 
本研究の成果は、タイで作製された、クメール文字、パーリ語で書かれている折本紙写本（一

部貝葉写本を含む）の影印データをタイ、欧州、米国から入手して研究代表者田辺和子が、今

まで知られていない「マハーブッダグナ（偉大なる仏徳）」と題されたパーリ文経文のローマ字

転写を行い、研究分担者茨田通俊が和訳を行った。これは世界ではじめて明らかになったもの

である。さらにミャンマーの仏徳文献の要約を研究協力者原田正美が行い、清水洋平は写本の

造形説明を行い、仏徳の注釈書の一部を舟橋智哉が解読したことである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Having collected Datas of the Folding Paper Books kept in Thailand,Europe and 
America, Tanabe transliterated Bra Mahabuddhaguna written in Pali 
language,Khmer letters in the Folding Book to Roman letters. Manda translated it into 
Japanese.The Whole Text of Bra Mahabuddhaguna has been unknown in the world 
previously. Harada introduced the Text of buddhaguna in Burma, Shimizu gave the 
explanation of manuscripts in Thailand and Funahashi deciphered  a part of the 
commentary of Bra Mahabuddhaguna. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）研究代表者田辺は、日本におけるパー
リ語蔵外文献研究を行っている吉元信行 

大谷大学名誉教授を会長とし、自身が幹事と



なり、タイ王国における貝葉写本及び折本紙

写本保存の民間プロジェクト「東南アジア文

献遺産日本保存会」を 2007 年 12 月に発足さ

せ、2008 年よりバンコク地域の古刹の中でも、

ワットラジャシッタラム寺院の秘蔵写本の

調査・保存活動をかわきりに、バンコク郊外

にある古刹ワットフアクラブ寺院やペッブ

リー県の諸寺院の写本調査・保存活動を行な

ってきた。そして、今までに殆ど知られてい

なかった、写本でしか現存していないマハー

ブッダグナ（偉大なる仏徳）と題する貴重な

文献のデジタル画像を手持ち資料としてそ

ろえるに至った。この写本文献については、

ギンズバーグ博士が絵付き写本説明の中で、

フィリオザ女史が折本紙写本リストアップ

の中で、同文献のローマ字転写メモを僅かに

残しているのみであった。 

 

（２）先述の「東南アジア文献遺産日本保存

会」の活動の中で、研究代表者田辺は、研究

協力者清水洋平氏の協力を得て、バンコク郊

外にある寺院ワットフアクラブ寺院とペッ

ブリー県の寺院ワットラット寺院が所蔵す

るアユタヤー時代後期のものと思われ、マハ

ーブッダグナ（偉大なる仏徳）が主経文とし

て書かれている絵付き折本紙写本の調査・撮

影を行い、デジタル画像資料を収集していた。

加えて清水氏が中心となってペッブリー県

の古刹ワットヤイスヴァンナラム寺院、ワッ

トマハータート寺院、ワットアルン寺院のデ

ジタル画像資料も収集した。これらの資料を

もとにマハーブッダグナ（偉大なる仏徳）の

内容を明らかにしたいと願った。しかし折本

紙写本の中のクメール文字は、太字で解読困

難なので、これまでに発表されているギンズ

バーグによる写真影像をもとに解読方法を

学んでいた。 

 

２．研究の目的 
（１）最初の二年間でこれらの諸資料を基に
して、マハーブッダグナ（偉大なる仏徳）の
写本文献のローマ字転写、校合作業をおこな
い、校訂テクストを作成し、翻訳を完成させ、
その全容を明らかにし、タイの仏徳について
の考え方を特定する。 
 
（２）最終年度に、マハーブッダグナ（偉大
なる仏徳）の内容を、伝統的なパーリ聖典に
みられる仏陀の徳質の捉え方と照らし合わ
せ、比較検討をし、タイ伝承写本にみられる
仏陀の徳質に対する捉え方の特徴を明確に
したい。 
 
（３）さらに仏徳に関する他の文献も調査す
る。 
 
３．研究の方法 
（１）はじめに紙写本に書かれている太字ク
メール文字は、解読困難なので、タイ諸寺院
所蔵のマハーブッダグナ（偉大なる仏徳）の
貝葉写本の調査解読を行おうとした。しかし
これら貝葉写本の多くは、クメール文字、シ
ャム語で書かれていることが判明し我々に
とっては解読不可能ということがわかった。
タイの研究者及び僧達もクメール文字、シャ
ム語で書かれている文献は解読可能な人は
ごくまれである。 
 
（２）来日予定のフランス極東学院名誉研究
員写本研究家ジャクリーヌ フィリオザ女
史に依頼して解読困難な折本紙写本の太字
クメール文字解読の指導を依頼する事にし
た。ワットフアクラブ寺院とワットラット寺
院所蔵の折本紙写本のブッダグナの経文解
読を行ったが、フィリオザ女史よりこれまで
の資料だけでは足りないとの指摘をうけた。
さらにタイのワットホーンラタナラーン寺
院にはクメール文字、パーリ語で書かれてい
るマハーブッダグナ（偉大なる仏徳）の貝葉
写本の資料が所蔵されているはずであると
の教授をも頂いた。 
 
（３）その後フランス、アメリカ、アイルラ
ンド所蔵の折本紙写本の調査、デジタル画像
資料入手につとめる。同時にタイに出かけて
ワットホーンラタナラーン寺院所蔵のクメ
ール文字、パーリ語で書かれているマハーブ
ッダグナ（偉大なる仏徳）の貝葉写本の印影
画像を収集し解読した。 
 
（４）その後、１８世紀前半作製と銘記され
ているワットフアクラブ寺院所蔵の絵付折
本紙写本を底本にし、異本を参照しながら解
読につとめた。 
 



（５）しかし紙写本の書き方では、どのよう
な方向で読み進んでよいかがわからなかっ
たので、ワットホーンラタナラム所蔵の貝葉
写本の読み方に従ってブッダグナの解読を
行った。ブラマハーブッダグナ（偉大なる仏
徳）という経文の解読は、貝葉写本が発見で
きたことによることが大きいと思われる。 
 
（６）タイの中部地区寺院の写本調査につい
て寺院からの多大な信頼を得て寺院から調
査と整理を依頼されている研究協力者清水
洋平氏に依頼してタイ所蔵の写本（貝葉・紙）
の資料提供を依頼した。 
 
（７）ミャンマーとタイとの関係を考えてミ
ャンマーの仏徳についての調査を研究協力
者原田正美氏に依頼した。 
 
（８）パーリ語で書かれたブッダグナの註釈
書の存在を知ったので研究協力者舟橋智哉
氏にローマ字転写を依頼した。 
 
４．研究成果 

（１）本研究を遂行する中で、大変貴重で希

少なマハーブッダグナ（偉大なる仏徳）を主

経文とする絵付き折本紙写本の全部で１０

以上の１８世紀作製と思われる稀覯本絵付

折本紙写本の写真撮影を許可された。２０１

１年８月にはフィリオザ女史の援助により

パリ極東学院所蔵の貴重本３本を研究協力

者清水洋平氏を通して写真撮影させて頂き

その画像資料を入手、さらに同女史からブッ

ダグナに関する種々の情報の提供を得た。 

また２０１１年１０月にはペンシルヴァニ

ア大学のジャスティンマックダニエル准教

授の援助を得てニューヨークパブリック図

書館所蔵の稀覯本２本、２０１２年９月には

ダブリンのチェスタービーティ図書館所蔵

の稀覯本３本を写真撮影させていただき画

像資料入手した。 

 

（２）入手できた異本を読む事に依ってはじ

めはなかなか解読困難であったワットフア

クラブの絵付折本写本の経文の解読を終え

る事ができた。さらに研究分担者茨田通俊氏

は、難解なインドシナパーリ語の和訳を行っ

てくれた。まだ解読不能の箇所はあるが、マ

ハーブッダグナ（偉大なる仏徳）という経文

の全容を示す事ができた。これは世界で最初

の全容の発表ではないかと思われる。仏十号

の貴重な資料となると思われる。 

 

（３）ミャンマーにもマハーブッダグナ（偉

大なる仏徳）に近い関係の文献が存在するこ

とも知られた。 

 

（４）ブッダグナの註釈書、アッタカターブ

ラブッダグナも解読できた。 

 

（５）タイは蒸し暑い国である。そのような

地域でどのように写本が保管されてきたか、

写本にはどのような種類があるかについて

も解明できた。 
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